
（参考４）スポーツ施設の集積による地域活性化・ウェルビーイングの向上
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○富山県武道館の新設による相乗効果

→屋内施設としての新たな魅力の付加、新規利用者の増

→施設の相互利用による利便性・稼働率の向上

（武道館利用者によるトレーニング施設利用など）

○官民連携による「パークマネジメント」(※)

導入の検討

→民間投資、収益事業の実施など

による魅力向上・活性化
※従来の行政主導の手法から転換し、

県民や企業等と連携しながら運営する手法

○カターレ富山との連携

→地域活性化プロジェクト等による集客増

（例：多様な健康プログラムの開催など）

○公共交通機関との連携

→利便性の向上（バスの増便、シャトルバス、バス停の増設・

位置変更など）

さまざまな世代の県民で賑わう「新しい県総」を
地元プロスポーツチームなど官民連携で築いていく 【新設】

富山県武道館
※詳細な配置計画は今後検討

カターレ富山ホームスタジアム

のびのび広場

空港スポーツ緑地(県)＜㈱野上緑化＞
・陸上競技場、テニスコート(6面) 富山産業展示館[ﾃｸﾉﾎｰﾙ](県･市)

＜一般財団法人富山産業展示館直営＞

・西館(大展示場､ﾎﾜｲｴ)
・東館(大展示場､大会議室)

富山南総合公園(市)
＜富山市スポーツ協会＞
・体育文化センター
メインアリーナ(バスケ2面等)
サブアリーナ(卓球9面)

・庭球場(テニス4面)
・多目的広場(サッカー3面)
・富山能楽堂

＜指定管理者:アルコット㈱＞

国際健康プラザ(県)＜富山県健康づくり財団＞
・健康スタジアム(トレーニング場､プール､温泉)
・生命科学館､屋外健康づくり施設､イタイイタイ病資料館

総合運動公園バス停
(建設予定地まで徒歩11分・8本/日)

栗山バス停
(建設予定地まで徒歩11分・55本/日)

テクノホール

国際健康プラザ

【新設】
富山県武道館

富山能楽堂
体育文化センター

富山県総合運動公園(県)＜富山県民福祉公園＞
・陸上競技場(ﾄﾗｯｸﾌｨー ﾙﾄ゙ ､ｲﾝﾌｨー ﾙﾄ゙ ､ﾄﾚー ﾆﾝｸ゙ ﾙー ﾑ) ・屋内グラウンド(サッカー半面、ハンドボール2面) 
・多目的広場(軟式野球2面､ｿﾌﾄﾎ゙ ﾙー2面､ｻｯｶー 2面)

「県総合運動公園」の魅力向上 スポーツ施設等が集積するエリア

総合体育センター(県)＜富山県スポーツ協会＞
・大アリーナ(ﾊﾝﾄﾞ1面､ﾊﾞｽｹ2面､ﾊﾞﾚｰ3面､ﾃﾆｽ3面等)
・中アリーナ(ﾊﾝﾄﾞ1面､ﾊﾞｽｹ2面､ﾊﾞﾚｰ3面､ﾃﾆｽ2面等)
・50m温水プール、飛込温水プール､スポーツサウナ

出典：国土地理院


